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一も
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。
)
印
か
ん
な
ど
持
っ
て
行

一き
申
告
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一ま
た
、
税
務
署
か
ら
通
知
の
な
か

一っ
た
人
で
も
一
ニ
f
七
年
申
の
所
得

一金
額
が
各
種
控
除
の
合
計
額
よ
り

一も
多
い
と
恩
わ
れ
そ
ち
な
と
き

一ゃ、

所
得
税
、
個
人
事
誕
税
、
市

一県
民
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
よ

所
得
税
の
確
定
申
告
、
個
人
事
一
市
の
税
癌
限
で
は
、
個
人
市
県
一
連
絡
聖
員
の
万
に
お
た
ず
ね
く
だ

一

一

一

一
う
な
と
と
が
あ
る
と
き
砿
、
納
税

撃

の
星
お
よ
び
個
人
市
県
民
一
民
税
の
星
用
紙
巻
町
務
連
絡
蚕
三
ぃ
。

一相
談
所
で
指
尋
ね
に
な
っ
て
く
だ

税
申
告
の
受
付
巻
、
つ
ぎ
の
日
程
一
員
の
方
に
お
願
い
し
て
一
一月
末
頃
一
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
の
あ
っ

一さ
い
・

で
行
い
ま
す
。
乙
れ
は
諌
皐
税
務
一
ま
で
に
は
お
手
許
に
届
く
よ
ろ
送一
た
人
は
.
指
定
さ
れ
た
日
時
、
お
一

署
、
観
阜
県
税
事
務
所
、

大
村
市
一付
い
た
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
一よ
び
場
所
に
、
手
許
に
送
付
さ
れ
一
訂
正

税
麗
課
が
三
者
共
同
納
税
相
験
所
一
け
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

一て
い
る
申
告
書
や
申
告
じ
必
要
な
一

一

一

一
二
月
中
旬
号

(一
一
月
十
日
発
行

巻
開
股
し
、
相
談
ど
受
付
を
行
う

一
煮
た
一
一
月
末
日
に
な
っ
て
も
申
一資
料

(
例
え
ば
事
業
の
収
支
明
細
一

一

一

一

)

で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
レ
た
「

も
の
で
す
。

一告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
町
高
一帯
な
ど
同
得
決
定
の
容
考
と
な
る
一

•.• 

税
金
申
告
は
期
日
ま
で
に
」
の
申

の
「
個
人
市
県
民
税
の
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」
の
説
明

桂、

一ニ
十
八
年
一
月
一
日
現
在
大

村
市
に
居
住
レ
て
い
て
、
三
十
七

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
、
と
訂

正
い
た
し
ま
す
。
{
税
務
調
)

藤の川排水路が完成

市
県
民
税
の
相
談
も
で
き
ま
す

共
同
納
税
相
談
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

税
金
相
談
所
開
設
日
程

昭和n年 1月20日
(昭和33年4月zl白第三種郵便物認可〉
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転入 394 出生 81 
転出 334 死亡 38 
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春の火災予防運動が 2月28日か
らJ月，0日まで行なわれます。
お互に火のもと、火の取扱いに

注意して火事を出さないように

いたしましょう O
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危
険
物
取
扱
主
任
者
鼠
験
の
受
験
準
備
講
習
会
の
実
施
場
所
を
大
村
部
隊
に
変
更
し
ま
す

会

一

今

年

度
も
み

珂
ヨ

:
'
か
ん
園
造
成
の

u
i

1
7
た
め
の
土
地
盤

吉
岡

一E
一一‘

備
が
各
地
で
盛

切

叫

ん

に

行

な

わ

れ

羽
川

rね
て

い
ま
す
。

事

2

Iぺ
と

れ

は

山

林

ち

り

原

野

な

ど

か

ら

町

針

樹

園

地

へ

の

転

rk

換
す
る
た
め
の

土

開

焔
工
事
ゃ
、

既
耕
地
の
区
画
整
理
深
耕
な
ど
で

い
ず
れ
も
ブ
ル
ト
l
ザ
に
よ
り
基

盤
造
成
者
実
施
す
る
の
で
、
相
当

の
労
力
節
減
と
な
り
工
事
が
早
く

完
了
す
る
の
で
関
係
者
か
ら
書
ば

れ
て
い
ま
す
.

ん
ど
し
、

と
し
ま
き
各
三
十
人
分

一
十
一
一
一
枚
ム
杭
刷
津
三
区
山松尾
信
夫
-
し
か
し
、
ブ
ル
ト
l
ザ
に
よ
る

ム
古
町
住
宅
祐
田
和
次
H
命
千
円
一

日
詩
吟
慰
問
A
杭
出
樟
住
宅
婦
人
一
基
盤
造
成
後
の
土
羽
打
ち
、
盤
地

あ
め
五
キ
ロ
ム
竹
松
農
協
H
家
の

一会
り
菓
子
A

ニ
・
キ
ロ
、
石
け
ん
五
個
一
は
受
益
者
個
人
が
主
事
密
造
め
あ

光
一一
一
十
七
冊
ム
県
知
事
H
ふ
り
か
三
ち
ょ
っ
き
一
枚
ム
市
内
長
一
と
と
に
な
る
た
め
、
と
れ
ら
の
作

け
五
十
一
袋
、

め
り
や
す
し
ゃ
っ
一
年
目
金
二
百
円
ム一一
一城
婦
人
免
日

一

一

一業
要
領
に
つ
い
て
二
月
五
日
三
浦

三
十
一
一
袋
ム
郡
申
学
校
ガ
ー
ル
ス
一
千
六
百
円
、
た
お
る
十
六
枚
ム
堂
一

一

一

泊
の
ブ
ル
ト
l
ザ
に
よ
る
基
盤

カ
ウ
ト
H
さ
つ
吏
芋
ヤ
キ
ロ
手
芸一
瀬
婦
人
会
N
金一
一千
百
円
A
本
町
一

品
五
点
ム
松
竹
映
繭
舘
N
映
両
招
一
北
村
カ
ヨ
川

菓
子
三
十
一
一袋

詰

一造
成
地
に
市
内
の
関
係
者
巻
鎮
め

待
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
十
五
箱
、
マ
イ

一軍
日
曜
学
校
、
金
十
四
百
三
十
六
一
帯
羽
昼
を
開
き
ま
し
た
。

ク
ロ
パ
ス
片
道
ム
都
山
流
規
友
会
一
円
ム
市
内
K
青
缶
H
H
金
三
百
円
ム
一

(慢
林
楳
)

H
金
五
百
円
、

尺
八
、
琴
合
奏
慰
一竹
松
岡
隊
森
凶
二
位
外
L
T

コ
一名
H
一
l
I
4
u
d
d割
引
F
1
1
1

問
ム
生
長
の
家
K
村
臼
鳩
会
婦
人

一
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
l
キ
大

一
個
。
杭
一

会
HH
一一一千
二
百
円
ム
県
共
同
募
金
一
刷
津
三
区
小
田
ハ
ノ
H
ち
り
紙
一
色
一
松
原
婦
人
会
日
金
二
千
円
A
古
町

会

u一一一
千
百
円
ム
池
田
住
宅
十
区
一
〆
ゐ
翻
訪
町
井
ヒ
時
明
日
み
か
ん
一
六
区
楠
本
正
次
日
金
平
円
、
菓
子

A
旭
町
徳
富
美
津
次

H
老
人
ニ
十
一竹
森
H
な
す
十
キ
ロ
ム
干
綿
堤
ハ

一九
キ
ロ
ふ
大
制
部
隊
と
対
忍
外
日
一三
十
四
袋
ム
本
経
寺

H
も
ち
九
十

名
の
理
髭
慰
問
ム
長
室
守
婦
人
会
一ル
ヨ
H
ま
ん
じ
ゅ
ろ
大
七
十
個
ム
一
音
楽
慰
問
ム
駅
温
り
扇
谷
吉
蔵
H
一キ
ロ
&
西
大
村
婦
人
会

uた
お
る

一ニ
十
七
年
八
月
よ
り
三
十
八
年
一
H
ち
り
紙
三
十
束
、
菓
子
三
十
袋一

領
訪
蘇
晃

H
ジ
ュ
ー
ス
四
十
本
ム

一た
お
る
三
十
六
校
ム
干
綿
須
山
フ

一二
十
九
枚
。
忠
〈
婦
人
会
日
金
八

一月
ま
で
に
敬
老
院
へ
つ
ぎ
の
よ
一
A
顕
訪
申
沢
定
夫
H
タ
オ
ル
三
十
一
池
田
住
宅
吉
田
政
夫
H
ち
り
紙
一
一

一
サ
子
外
九
名
H
も
ち
三
十
九
キ
ロ

一百
円
、
ち
り
紙
二
十
五
〆
、
石
げ

う
な
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

一
枚
ム
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
之
フ
ブ
H
一
〆
ム
竹
怯
住
宅
婦
人
会
H
菓
子
二
一
〈
福
重
一周
入
品
開
H
H
金
三
十
円
、
も
一ん
四
個
、
も
ち
一
一
平
キ
ロ
、
た
お

ム
額
訪
布
教
所
日
金
五
百
八
十
円
一
ち
り
紙
、
石
げ
ん
、
た
お
る
、
ふ
一五
キ
ロ
、
ち
り
紙

}
〆
、
古
着
一一一
七
四
γ
キ
ロ
、
米
二
十
六
キ
ロ
ム
一

-

-

一

る

四

枚

.
菓
子
二
・
五
キ
ロ
雑
肱

E

一
二
十
-
冊
、
古
着
四
十
究
枚
ム
竹

一

-

一

ι

二
月
に
は
加
津
佐
町
で
ゴ
一
万
円
を
一

こ

…

詐
欺
犯
は
統
一
と
も
出
来
る
も
の
で
す
。
つ
ぎ
の一

一否
を
求
め
る
.

一

留

守

宅

に
詐

弘

一

一
松
婦
人
会
H
ち
り
紙
五
〆
、
石
げ

一

一

一

一

そ
れ
ぞ
れ
留
守
家
族
か
ら
だ
ま
し
一

う

…

計
に
よ
れ
ば
例
一と
と
が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
芯
主
人
か
ら
頼
ま
れ
て
、
章
一
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
家
族
の
息
子
で
あ
一と
っ
て
い
ま
す。

一ん
一二十

一
個
、
菓
子
ニ
キ
ロ
ム
K

よ

定

二

月

ど

ろ

が

一

①

見

知

ら

ぬ

セ

レ

ス

マ

三

一

義
す
よ
う
に
い
わ
れ
た
な
一

一

一

背
信
百
円
ム
大
村
市
社
会
福
祉
協

一

、

|

J

‘
ァ
一
ど
と
い
つ
ぎ
に
は、

電
話
一
る
と
い
っ
て
、

各
地
の
移
住

芸

一定
も
乙
の
上
う
民
事
件
が
重
一
繭
会
H
金
三
平
円
ム
東
浦
東
山
教

ぬ
…
一

番
多

く

な

っ

一

ま

ら
品
物
や
売
り
乙
完

一

な
ど
で

ヂ

先
や
出
先
に
真
一
族
義
れ
で
は
言
襲
巧
み
に
詐
欺
一す
ス
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
皆
一
実
行
団
H
金
平
円
ム
大
川
田
町

…
こ
，

rて
い
ま
す
.

一

た
と
き
は
、

申
味
わ
品
物
を
一

偽
高

い
合
わ
せ
る
。

一
帯
働
い
て
い
る
事
態
起
っ
て
い

一さ
ん
の
御
庄
認
を
お
願
い
し
ま
す
一
才
木
敏
子
夫
松
太
郎
の
忌
明
に
際

…

引

ゆ

…

ち

ょ

っ

と

し

た

一

よ

く
砲
め

る

。

一

④

顔

見

知
り
の
人
で
あ
っ
て
も
一ま
す
。
本
県
で
も
本
年
九
担
佐
一

時
杭
時
一
じ
て
金
二
千
円
。

じ
Y

ヵ
…
注
意
で

被

害

否

易

見

舞

金
人
で
不
審
な一

言

す

ぎ
る
話
に
は
十
分
注
官
保
市
で
も
六
万
号

、

十

一
月

一

(福
祉
事
務
所
}

川

4

…
宋
然
に
防
ぐ

こ

一

点

が
あ
っ
た
ら
証
明
書
ハ
提
一
意
す
る。

一に
川
棚
町
で
一

万
五
千
円
を
、
十

一

へ消
防
本
部
)

池
田
に
住
宅
団
地
が

て
き
ま
し
た

池
田
に
住
宅
団
地
が
で
き
ま
し
一
玄
関
が
つ
い
て
い
ま
す
。

た
.
池
田
第
二
団
地
と
し
て
池
田
一
i

乙
れ
は
大
村
市
が
公
営
住
宅
と

射
撃
場
入
口
に
建
設
中
で
あ
っ
た一
し
て
昨
年
十
一
月
に
着
工
し
た
も

億
二
種
木
造
平
家
麗
住
宅
十
六一戸一

の
で
す。

が
完
成
し
ま
し
た
。
間
取
り
は
六
「

総
工
費
は
六
百
五
十
万
円
.

帖
、
四
帖
半
と
一
坪
半
の
台
所
と一

(建
設
課
)

【写真〕池田射撃場入口に第二住宅団地として

きれいに出来上 った大村市公営住宅

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

敬
老
院

へ
寄
付



大
村
暫
察
署
で
は
昨
卸
十
}
月

一
助
画
制
度
巻
採
用
す
る
と
と
に
な

二
十
九
日
に
、
子
供
さ
ん
た
ち
の
一
り
ま
し
た
。
少
年
の
不
良
行
為
は

よ
者
相
縦
役
と
し
て
、
つ
ぎ
の
二
一
そ
の
前
ぶ
れ
と
し
て
、
学
校
そ
さ

十
九
名
の
方
を
「
少
信
響
察
舗
助
一
ぼ
っ
た
り
、
夜
遊
び
し
た
り
、
親

員」

に
要
嘱
し
ま
し
た
。
大
村
で
一
の
言
い
つ
け
梧
聞
か
な
か
っ
た
り

ム
最
近
子
供
さ
ん
の
非
行
が
目
立
一
日
常
の
生
活
の
な
か
で
と
う
し
た

昭
和
三
十
八
年
度
の
閤
定
資
産
一

A
樋
川
H
市
役
所
制
高
謀

一た
は
家
屋
に
つ
い
て
は
昨
や
申
に

一
っ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と
の
一
い
ろ
い
ろ
な
行
い
が
み
ら
れ
る
と

土
地
、
家
屋
償
却
賢
産
)
の
一
な
お
固
定
資
産
税
眼
税
台

一地
目
変
換
家
匿
の
改
築
ま
た
は

一よ
う
な
少
年
を
早
く
み
つ
げ
て
正
一
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
と
の
よ
う

価
格
者
決
定
し
た
固
定
資
産
税
課
一録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
の
場
合
は

一損
接、

そ
の
他
乙
れ
ら
に
類
す
る
一
し
J

導
び
く
た
め
に
少
伍
嘗
察
協
一
な
少
缶
の
問
題
に
つ
い
て
深
い
週
一

税
台
帳
を
つ
晋
の
と
お
り
み
な
さ
一三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
}
日
ま
一特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合
場
除

ん
の
縦
覧
に
供
レ
ま
す
の
で
、
関
一で
の
聞
に
文
書
で
審
査
の
申
し
出

一い
て
は
審
査
の
申
出
を
す
る
乙
と

係
者
は
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

一必
ず
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

一は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
同
意
く
だ

ム
日
時
H
一
一
一
月
一
日
か
ら
三
月
一
一
一
し
、
基
準
年
度

(間
和
三
十
六
年

一
さ
い
。

十
日
実
で

一度
)
の
価
格
を
掘
櫨
い
た
土
地
ま
一

(二)

1
日

im日
は
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
で
す

(才34&号)りよ

方

一
回
の
養
鶏
共
励
会

大村市政だ

「

鶏

の

病

気

と

そ

の

衛

生

対

策

」

な

ど

第
-
回
大
村
市
養
鶏
管
理
共
励
一
優
良
質

会
巻
二
月
九
日
中
央
公
民
舘
で
開
一
清
原
テ
ル
市
川
寿

刷
悔
い
た
し
ま
し
た
.
一
藤
戸
一
三
郎

乙
れ
は
種
鶏
唯
一
闘
っ
て
い
る
人
一
努
力
賞

の
授
術
の
修
得
治
目
的
と
し
て
行
一
井
川
倉
市
田
崎
積
朝
長
武

な
わ
れ
た
も

ωで
表
彰
に
引
続
き
一井
川
弘
高
田
富
雄
松
田
昇

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

優
秀
山
本
米
作

山
浦
み
つ

{毎月1日.IIB.日日発行)

講
演
内
容

久
保
川
万
里

第

七

回

市

内

農

協

め

ぐ

り

駅

伝

競

走

を

行

い

ま

す
(
教
育
要
員
会
)

(税
務
課
)

少
年
警
察

『解
と
熱
商
経
由
何
っ
て
お
ら
れ
る
万
一

が
少
年
警
察
協
助
員
に
な
っ
て
お
一

ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
気
軽
に
相

一

談
レ
て
く
だ
さ
い
。

(
椴
称
略
)
一

滞
陣
郷
、
前
回
イ
シ

・
岩
松
郷
↑

富
崎
八
重
光
・
木
場
郷
、

松
一郎一

久
・
西
本
町
四
丁
目
、
山
口
セ
一

イ
・
本
町
四
丁
目
、
高
以
良
千
一

恵
子・

徳
泉
川
内
郷
、

赤
川
均
一

雄
・
水
主
町
、
山
口
国
議
・
栄

町
、
岡
田
栄一

・
前
舟
律
、
渡

辺
利
講
雄
・

木
場
郷
、
奥
府
善

次
郎
・
上
久
原
、
神
近
信
・
久

府
郷
、
渡
掃
チ
ヵ
・
松
並
町
四

丁
目
、
渡
辺
之
且
・
乾
馬
場
郷

、
間
辺
↑
年

・
池
田
住
宅
ナ
区

、
井
本
間
馬

・崩
松
削
、
永
田

品川雄
・
並
松
郷
、
民
間
浩

・池

協
助
員
制
度
を
採
用

市
内
に
ニ
+
九
名
を
委
嘱

宅

地

・

農

地

の

評

価

三

月
一
日
よ
り
四
月
末
日
ご
ろ
ま
τ

一で
の
予
定
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

現

地

調

査

に

協

力

し

一
一で
所
有
者
各
位
の
御
協
力
梧
お
願
一

い
し
ま
す
。

川
た
ば
こ
は
市
内
で
山

買

い

ま

し

ょ

う

川

県
有
墓
地
の
使
用
者
環
境
衛
庄
一
課
ヘ
申
告
す
る
よ
う
公
金
一
回
相
互
の
豊
か
な
明
か
い
家
庭

J

一ホ
さ
れ
ま
し
た
。

(郵
便
で
申
告
生
活
を
き
ず
く
た
め
に
役
立
て
る

や

縁

故

者

は

申

告

し

れ

な

く

受

け

ま

し

ょ

う

し
ょ

2
さ

れ

る

万

円

高

切

と

と

も

に

、

震

の

皆

様

方

の

参

児

童

福

祉

法

に

よ

っ

て

霊

大

と

同

等

以

上

の

資

格

審

ず

銃

砲

刀

剣

の

登

録

審

九
州
電
力
株
式
会
社
で
は
土

て

く

だ
さ
い
手
を
同
封
し
て
申
告
用
非
査
請
求
者
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
三
月
四
日
か
ら
十
日
間
各
地
区
臣
の
指
定
す
る
保
母
養
成
栴
設
と
る
も
の
』
「
画
定
し
た
者
万
ボ
ル
ト
の
架
空
送
電
線
尚
宏
唱

胴

長

崎

市

室

町

(

浦

上

駅

正

面

し

て

く

だ

さ

い

ニ

お

さ

そ

い

あ

わ

せ

て

参

観

く

だ

さ

に

お

い

て

計

量

器

の

奇

襲

が

し

て

の

県

立

保

育

専

問

学

園

が

四

ム

出

願

先

長

崎

市

鳴

滝

町

一

査

会

を

開

催

強

す

る

た

め

、

つ

ぎ

の

と

お

り

調

盟

主

の

県

墓

地

争

整

理

改

葬

な

お

期

限

巴

申

告

が

な

い

噴

い

-

g

れ
ま
す
・
と
の
検
査
委
げ
月
よ
り
開
敵
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

O
O七
番

地

銃

砲

万

剣

の

登

録

審

査

会

議

査

測

量

制

よ

び

工

奪

行

っ

て

い

日

幽

す

る

た

め

、

同

墓

地

の

使

用

者

ま

昔

、

無

縁

墳

墓

と

し

て

処

理

す

ム

日

時

二

月

二

十

三

日

十

ず

に

取

引

用

、

又

は

証

滑

に

使

て

い

ま

す

・

入

園

の

手

続

お

よ

び

畏

崎

県

立

短

期

大

学

内

長

崎

砲
刀
剣
翻
等
所
持
取
締
法

ιいま
す
・

問

団

た

は

翼

線

政

章

、

昭

和

三

十

る

と

と

が

あ

り

ま

す

.

一一一時
J
十
七
時
用
し
ま
す
と
、
計
量
法
に
よ
っ
て
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
.
県
立
保
育
語
学
園
開
校
事
で
万
剣
類
を
合
法
的
こ
所
持
で
き

ム
調
査
測
量
お
よ
び
工
事
を
す
る

l
u
m一
費

警

告

体

位

向

上

と

親

善

区

間

足

け

.

各

震

で

中

継

八

年

四

月

三

十

日

ま

で

に

長

崎

県

富

衛

生

課

)

二

十

四

日

九

時

十

六

時

罰

せ

ら

れ

ま

す

の

で

必

ず

筆

を

ム

募

集

人

員

五

十

名

務

局

る

よ

う

に

す

る

た

め

引

、

審

査

し

地

区

年
間

F
は
か
る
た
め
、
市
内
農
協
め
ぐ
会
事
l
ム

日

松

原

、

霊

、

ム

場

所

中

央

公

民

館

受

げ

て

く

だ

さ

い

.

A

修

業

年

限

二

年

ム

願

書

受

付

期

間

登

録

g
る
た
め
の
も
の
で
す
。
銃
皆
同
郷
、
軍
井
田
郷
、
矢
上
郷

し

一

ー

な

お

事

問

調

査

書

巻

末

提

出

の

M
W
控
り
麿
伝
競
走
が
つ
ぎ
の
ど
お
り
開
竹
松
、
萱
湖
、
西
大
村
、
大
村

ム

出
F
組

目

ム

入

学

資

格

ニ

月

十

五

日

か

ら

三

月

十

日

砲
刀
剣
の
間
有
者
で
来
登
録
の
万

ム
調
査
測
量
す
る
期
間

則

一

方

は

早

く

提

出

す

る

よ

う

お

願

い

昭
阻
か
れ
ま
す
.
市
民
の
皆
さ
ん
の
ど
開
拓
、
鈴
回
、
一
一
一
浦
の
九
チ
l

生

活

に

直

接

標

あ

る

も

の

①

裏

守

学

校

務

事

業

し

た

者

支

で

は

と

の

機

会

を

の

が

さ

ず

登

録

レ

昭

和

三

十

八

年

一

月

下

旬

よ

り

監

し

ま

す

。

{

地

区

の

日

割

及

び

実

α-声
援
を
お
願
い
し
ま
す
.
ム

(衣

、

食

、

佳

)

趣

味

に

よ

⑨

通

常

の

規

程

に

よ

る

十

二

年

な

お

入

固

に

つ

い

て

の

く

わ

て

く

だ

さ

い

。

悶

和

三

十

八

年

四

月

下

旬

ま

で

・

抱

揖

所

は

二

月

申

旬

号

を

を

ど

覧

ム
と
禽

H
二

月

二

十

四

日

(

日

)

る

も

の

。

の

学

校

教

育

の

餌

麗

老

修

了

し

い

乙

と

は

長

崎

県

民

生

労

ム

日

時

二

月

二

十

六

日

(

火

}

ム

工

事

を

す

る

期

間

く
だ
さ
い
。
)

午

前

十

時

三

浦

今

村

支

所

出

箔

そ

の

外

し

た

者

働

部

婦

人

児

童

拠

ま

た

は

長

十

時

か

ら

十

五

時

ま

で

昭

和

三

十

八

年

十

月

上

旬

よ

り

(
商
工
水
産
陳
)

ム
コ

l
ス
H
三
浦

t
松

原

間

帯

九

⑨

文

部

大

臣

に

お

い

て

、

と

勺

崎

県

立

短

副

大

学

、

市

の

福

ム

崩

所

県

庁

4

階
小
輯
堂
昭
和
三
十
九
年
四
月
下
旬
ま
で

一川

お

互

に

注

意

し

あ

川

一川

っ

て

明

る

い

交

通

川

「と
り
の
白
血
病
の
見
方
に
つ

一

-
固
定
資
産
評
価
の
た
め
の
宅
地

い
て
」
県
畜
産
額
技
師
、
山
本
博
一一農
地
等
の
標
畑
中
地
の
現
地
調
査
を

康

「
鶏
の
病
気
と
そ
の
両
生
対
策

一

に
つ
い
て
」
農
林
省
熊
本
種
畜
牧
一

場
大
川
勇
三
郎
先
生
の
講
演
が
あ

一

り
盛
大
裡
L
絡
了
し
ま
し
た
.

(農
林
謀
}

て

く

だ

さ

い

(税
務
課
)

市
制
施
行
一
十
ー一一-

周
年

永
年
勤
続
職
員
な
ど
表
彰

市
で
は
市
制
施
行
二
十
一
周
年
一市
崎
会
韻
肢
の
祝
辞
の
あ
と
、
永
一
付
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

を
配
念
レ
て
、

二
月
十

一
回
午
前
一
年
勤
続
職
員
三
十
二
名

(
二
十
年
一
間
ら
れ
被
表
彰
者
象
代
表
し
て
蘇

十
時
か
ら
全
職
員
が
融
場
に
集
合
一
勤
続
二
名
十
五
年
勤
続
三
十
名
)

一消
防
本
部
長
が
謝
辞
ぞ
述
べ
、
全

し
て
配
念
式
典
を
挙

puま
し
た
一
と
三
十
七
年
の
水
曹
の
時
に
人
命
一
員
大
村
市
歌
者
合
唱
し
て
式
を
閉

式
は
大
村
市
長
の
式
辞
や
津
田
一
也
管
救
助
し
た
職
員

一
名
に
対
レ
大
一
じ
ま
し
た

(庶
務
観
)

計

量

器

の

検

査

は

も

主
婦
の
生
活
展
開
く

衣

・

怠

・

住

の

改

良

作

品

を

集

め

市
連
合
婦
人
会
で
は
、
市
教
蜜
員
が
日
常
の
生
活
の
合
理
化
と
、

と
共
催
で
、
「
主
婦
の
生
活
展
」
生
活
技
術
の
向
上
の
た
め
に
、
創

巻
開
催
し
ま
す
。
乙
れ
は
婦
人
会
憲
工
夫
し
た
作
品
砂
塵
示
し
て
、

(
教
育
零
貝
会
)

保
母
養
成
施
設
を
四
月
よ
り
新
設

〔写真〕市制施行21周年の記念式で大村"FIJ

長よ り永年勤続表彰を受ける峨民

【
男
子
】
溶
接
工
年
令
不
問
日
車

五
百

t
七
百
一
九
捨
円
・
炊
事
夫
年

一
令
不
問
手
取
壱
万
五
一
千
円

円
男
子
】
経
現
事
務
二
十
1
一ニ十一
一
円
女
子
】
紡
繍
工
十
五

t
二
十
一}

才
日
股
壱
万
一角
千
・

壱
万
五
千
円
一
一ア
壱
灯
円
・
織
布
工
十
七
J
一ニ十

.
后
員
二
十
才
前
後
六
千
J

壱
万一
一ア
壱
h
円
・
タ
イ
ル
エ
十
五

t
ニ

円
・
自
動
車
助
手

γ
七
l
二
十
才
一
一十
三
才
九
千
壱
面
円
・
ゴ
ム
単
労

七
千
円
。
調
理
見
習
十
七

i
二
十
一一十
五

t
一
一
十
五
才
八
千
五
百
円
・

三
才
住
込
七
千
円
・
配
達
員
十
七
一
一り
エ
イ
ト
レ
ス
十
八

t
三
十
才
手

l
三
十
五
才
(
バ
イ
ク
一
一
一
五
一
一取
壱
万
壱
千
円
・
パ
ス
単
寧
十
五

氏
免
許
所
持
者
)
九
千
ム
官
万
一
一才

t
一
一
十
五
才
手
取
壱
万
三
千
三

一

一

千

円

一

円
女
子
】
局
員
十
八
J
二
十
五
才
一
百
'
壱
万
四
千
一
一
一百
円
(
ニ
月
二

住
込
五
千
円
・
美
容
師
見
習
十
八
一
十
七
日
大
村
職
安
で
週
考
v

ー
ニ
十
才
住
込一
十千
円
・
洋
裁
見

(
大
村
公
共
職
業
安
定
例
}

習
十
A
I二
十
才
五
千
1
五
千
五

百
円

管

内

さ祉 t

?R! 
福対
本it:t.-: 
事ず
務ね
砂子 〈
)だ

田
郷
、
-
瀬
渡
・
杭
出
津
郷
、

松
井
良
子
・
小
路
口
郷
、
昼
間

千
代
太
・
山
本
安
一
・
竹
松
郷

、
長
岡
秋
人
・
今
冨
郷
、
事
氷

政
敏
、
・
荒
瀬
郷
、
田
川
正
夫

・
荒
瀬
郷
、
田
中
誠
・
皆
同
郷

、
家
富
義
人
・
皆
同
郷
、
富
永

小
次
郎
・
一
の
郷
‘
石
原
磁
器

、
ニ
内
郷
、
井
k
隅
替

県

タト

測

量

・
工

事

を

行

つ

て

い

ま

す


